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メンバー

・ 和田 幸策 NPO法人チェルノブイリ医療支援ネットワーク

・ 川原 秀之 NPO法人チェルノブイリ医療支援ネットワーク

・ 赤岩 優帆 西南学院大学 2年

・ 古賀 伊織 福岡大学 2年

・ 大島 妃南子 東京農業大学 1年

・ 芹田 博 せりたPR企画



目的と成果
①福島第一原子力発電所事故の現状を認識する

目的：現在も避難区域がある町・村を訪問

（富岡町・大熊町・双葉町・浪江町・飯舘村・葛尾村）

成果： ・報道される機会は減少したが、

事故の影響を今なお受けている人は多い。

・実際に被災地を訪れることで、

被害の大きさをある程度知ることができた。



目的と成果



目的と成果
②福島大学生との懇談

目的：福島県の同世代の大学生と

東日本大震災・福島第一原子力発電事故について意見交換

成果： ・最初は緊張していたが、徐々に緊張もほぐれ

コミュニケーションをとることができた

・参加できなかった大学生からも交流会への参加希望あり



目的と成果
③ 中間貯蔵施設見学

目的：現状の中間貯蔵施設を把握する

成果： ・処理の進捗を把握できた。（最終処分は現在も未定）

・原子力発電所が事故を起こした場合のことを考えると、

計り知れない影響の大きさに恐ろしくなった。

・子孫に多大なる負の遺産を押し付けることに

申し訳ないと思った



日程
2/28（火）

道の駅「なみえ」・富岡漁港・JR富岡駅・
ふたばいんふぉ・とみおかアーカイブミュージアム・
JR双葉駅・双葉駅西側地区公営住宅

2/29（水）
飯舘村・山津見神社・いいたて希望の里学園・
長泥地区ゲート前（帰還困難区域）・
飯舘村役場・伊藤延由さんのレクチャー

3/2（木）

川俣町・葛尾村・双葉町・
東日本大震災・原子力災害伝承館・
震災遺構浪江町立請戸小学校・
福島大学生との懇談

3/3（金） 中間貯蔵施設（大熊コース）見学

3/4（土） グリーンコープふくしま訪問

3/5（日） 帰福



参考・人口と居住者数

＊2022年9月 広報誌より作成

人口 居住者数 避難者

世帯数 男 女 合計 世帯数 合計 県内 県外 合計

浪江町
6,701 7,806 7,999 15,805 1,175 1,903

6,666 7,696 7,894 15,590 1,190 1,947 13,594 1,996 15,590

双葉町
3,952 2,722 6,674

60 3,918 2,707 6,635

大熊町
3,906 10,063 939 7,375 2,299 9,674

3,914 10,002 950 7,734 2,268 10,002

富岡町
5,665 6,134 5,737 11,871 1,430 2,026

5,643 6,064 5,670 11,734 1,269 2,093

葛尾村
490 680 641 1,321 489 784 48 832

489 675 632 1,307 487 772 48 820

飯舘村
1,812 2,471 2,446 4,917

1,808 2,419 2,403 4,822

帰還者
183



感想・気づき
•原子力発電所の稼働には大きなリスクがある

メリット ：電気代のランニングコストが安くなる（電力会社）

デメリット：事故が起きた場合の被害が大きい

故郷を失い、200年しないと元に戻らない。

•放射能の怖さ

見えない・臭わない・触れない・味がしない・聞こえない



感想・気づき
•福島県内では1.15μSv/時を超えている地域がある

福島県民の方がこの被害を享受している現実を

なかったことのようにしている

•甲状腺検診の受診者数が減少

「早期発見・早期治療」を広めていきたい

0.23μSv/h = 1mSv/y
ベラルーシでは
5mSv/y以上
で強制移住



感想・気づき
•福島県内では1.15μSv/時を超えている地域がある

福島県民の方がこの被害を享受している現実を

なかったことのようにしている

•甲状腺検診の受診者数が減少

「早期発見・早期治療」を広めていきたい

この現状を「チェルノブイリ通信」を通じて知ってもらう

0.23μSv/h = 1mSv/y
ベラルーシでは
5mSv/y以上
で強制移住


